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子どもの生活習慣づくり支援事業について  

r早♯早起き朝ごはん」国民運動の推進（平成18年度～）  

今後は特に睡眠（就♯）時間を中心に家庭や企業などへさらなる理解を求めていく必要  

子どもの生活習慣づくり支援事業  
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背温 子どもたちが根やかに成長していくためには、適切な述拗、調和のとれた食小、十分な休か睡眠など、規則正しい生活習仰  
が大切である。近年、子どもたちの生活習仰の乱れが学習忍欲、体力、気力の低下の要因の一つとして指摘。  

平日23時以降に  平日0時以降に  

就寝する児遺（小6）は17％  就揺する生徒（中3）は28％  

子どもの基本的な生活習慣の定着には   

特に、睡眠（就寝）時間の改善が重要  
遅い就縛時問  
による  
成長への瞥；騨  

への懸念   

できることから始める  

ことが大切！  

ー＝L二⊥二』r  
子どもの生活習慣づくり支援事業  

家庭や社会の影響を受けやすい子どもたちに対しては、就寝（睡眠）時間の改養を中心に基本的  

な生活習慣を定着させていくことが依然として課凱このため、家庭や学校、地域にとどまらず、仕  
事と生活の帥和のとれた社会を実現していく根点から企業などを含めた社会全体の間組として理  
解や取組を促進するため、これらの誅規について様々な分野から論理的に裏付けるデータに基  
づいた啓発を推進t．  
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主な目次  

各地域や学校及び企業・団体において子ども  

の生活習慣づくりの取組に活用してもらうこと  

を目的に作成。  

第1章なぜ「早寝早起き朝ごはんなのか」  

第2章「早寝早起き朝ごはん」全国協議会の取組  

第3章ー子どもの生活リズム向上」に関する主な  

取組事例等  

◆学校・保育所等を中心とした取組  

◆地域ぐるみで展開した取組  

◆子どもの睡眠に着目した取組  

◆生活リズムの記録づけに前日した取組  

◆リズム遊び等の効果検証  

配布概要   

全国の教育委員会、都道府県のPIA連合会、   
公立幼稚園連合会 など  

配布時期：   

平成22年3月   

調査研究事例・成果を中心にメディア・  

企業・スポーツ団体や地域独自の普及  

啓発活動事例、すぐに活用できる素材を  

取りまとめています。  

◆生活習慣が子どもの発達に及ぼす臣甘等についての  
実態調査  

◆メディア・企卦スポーツ団体における普及啓発の取組  
◆地域独自の訪問型普及啓発活動（キャラバン陳）  

計25中側  

◆県民運動等の取組  

◆付根  子どもの生  くりの  

にご活用ください！  生止リズムをテーマ  
とした鵡川机り  
（中l；・テレヒ）  

リーフレットの主な内容  

「早寝早起き朝ごはん」を通じた子どもの基本的  

な生活習慣の重要性について、スポーツ等の  
地域貢献活動等を行っている㈹を  

得て、リーフレットポスターによる啓発を行い、  

「できることから始める」という意識て子ともの生  

活習願づくりに取り組んてもらうことを、幅広く呼  

◆Jリーガーからの応援メッセージ  

◆子どもたちの基本的な生活習慣等に関する   

データ（学力調査・体力調査等）  rし‥L－J  

等瀞ミ  ◆専門家からのアドバイス、Q＆A  

（A4サイズ、計8ページ）  
はやおき 

批た軋  ぴかける。  

リーフレットの配布概要  

配布先：  

・都道府県・政令指定都市教育委員会、各市町村教育委員会  

りリーグ（事務局及び全37クラブ）イ早寝早起き朝ごはん」全国協議会会員 等   

活用方法 等：  

■主に小学校等を通じて、子どもとその保護者に向けて配布（各教育委員会等経由）  

■Jリーグと連携し、ホームタウンにおける地域貢献活動等で活用  

（学校訪問、親子のサッカー教室、環境活動等）  

～「早寝早起き朝ごはん」運軸でリーフレット配布等をご希望の場合には、ご相談下さい～  

文部科学省「早轍早起き朝ごはん」国民運動プロジェクトチーム（03－5253－4111内線3467）  

膵沌イメージ   
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t  「早寝早起き朝ごはん」国民運動の全国展開  

～子どもたちの基本的な生活習晰  

「早寝早起き朝ごはん」  

全国協議会  
文 部 科 学 省  

平成18年度より、子どもたちの望まし  
い基本的な生活習慣を育成するため、  
全国的な普及啓発活動や先進的な実  

践活動などを推進するなど、子どもの  
基本的な生活習慣の定着を図る  

地盛j言お蛙る研究成果の普及啓発  

団体・企業等、幅広い分野で構成する  

「早寝早起き朝ごはん」全国協議会を  

設立し、地域全体で家庭の教育力を支  

える社会的機運の醸成を図る  

設立：平成18年4月24日  

会員数：243（企業73 団体159 その他11）  
（平成21年12月現在）   

「早寝早起き朝 ごはん」に関する情報発信  

保逢着や子どもに対する普及畳屋  

教員等への情報最低  
など  

と旦連携  

国民運動関係省庁連絡会  
（内閣・農水・厚労・環境・国交他）  

事業聞達携、啓発資料等配布協力  
など  

子どもたちの健やかな成長のための基本的な生活習慣の確立   

「早寝早起き朝ごはん」全国協議会  

による国民運動の推進  
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やなせたかし氏作 紙芝居   

rさふかし訊にと 捗やねちゃん．  
はやねちゃん  

子どもたちの生活リズムの向上による、基  

本的な生活習慣を育むため、やなせたかし  

先生のご協力のもと、啓発紙芝居を制作い  
たしました。  
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コミュニティサイトから無料でダウンロード  

，・∴ンでき、ご家庭での読み聞かせをはじめ、図書  
館、児童館、幼稚園、保育所や子育てサーク  
ルなど、様々なところでご活用いただけます。  
（コミュニティサイト上で、利用許諾要領への同意が必要です。）  

ヤなせたガし  

J早寝早起電朝に悼ん体操「訊捗さうスイッチ」J  

元気に身体を動かしてすてきな一日始めよう！  

l  し－＿：  
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2ひ、あゎなて（l†ンてくたこLl温亡一－」   

早寝早起き朝ごはん体操を作成しました！   

朝、気持ちよく目覚めるためには、  

やはり規則正しい生活が大切です。  

それでも、朝起きるのが苦手という人はたくさんいます。  

「おはようスイッチ」は、そうした朝、起きるのがつらいみんなを応  
援する「今日もー日がんばるぞ－」のためのお目覚めコンテンツ  

です。  

①楽曲 ②振り付け③振り付けガイドが  
コミュニティサイトから無料でダウンロードでき、  

地域でのイベントご家庭等でお使いいただけます。  

（コミュニティサイト上で、利用許諾要領への同志が必要です。）   
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更訂射竿ぎ  
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子どもの生活習慣づくり研究協議会  

～企業との協働への期待～  

企業や企業で働く方々が、明日を担う子どもたちのために、企業における社会貢献活動  
とはどのようなものがあるのかを協議し、さらに、子どもの生活習慣づくりの観点での社会  
貢献活動とはどのようなものがあるのかを協議し、意識の転換の意義と取組方法について  

整理し、相互認識を図る。  

日時：3月8日（月）午後  

場所：区内ホール（未定）  

対象：PTA関係者、企業のCSR担当者・人事担当者、NPO等民間団体、その他一般  

文部科学省出席者：板東久美子（生涯学習政策局長）  

片山純一（生涯学習政策総括官）  

高口努（男女共同参画学習課長）  

主な出演者：水口和寿氏（愛媛大学法文学部教授）くCSR導入・ステップアップモデルを提唱＞  

片岡まり氏（株式会社資生堂CSRグループリーダー）  

佐々木孝純氏（松山商工会議所経営支援部部長）  

戒田節子氏（南海放送アナウンサー）  

八木佳子氏（大田区立矢口小学校長） ほか  

日時・申込等の詳細は、「早ね早おき朝ごはんコミュニティサイト」でお知らせします。  
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イン柵トでい■三∵碓はん と柊青してく鮎  
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国立保健医療科学院   

「保健医療事業、生活衛生、社会福祉事業に関する自治体職員の養成および訓練、並びに  

これらに関する調査研究をおこなう機関」  

健やか親子21に関するおもな研究及び研修等の実施状況：  

生涯保健部   

研究事業  

1．胎児期から乳幼児期を通じた発育・食生活支援プログラムの開発と応用に関する研究  

2．低出生体重予防政策による短期的・長期的医療班肖り減効果に関する研究  

3．揺さぶられ症候群の予防に関するランダム化対照介入研究  

4．乳幼児身体発育調査の円滑な施行に関する研究  

5．ペアレントトレーニング地域啓発による児童虐待及び発達障苫の予防に関する研究  

研修事業  

1．公衆栄養研修  

公衆衛生看護部   

研究事業  

1．次世代吉成支援政策lこおける産後育児支援体制の評価に関する研究  

（1）乳児家庭全戸訪問事業（こんにちは赤ちゃん事業）の評価指標の検討・開発  

（2）産後早期家庭訪問指主甜こ関する研修の実施とその評価  

（3）産後ケアセンター利用者の追跡調査および施設の評価  

2．母子健康手帳の作成と活用に関する調査研究   

母子健康手帳に関する母親のニーズ調査－フォーカスグループインタビュからみる母親の改  

訂への意見－  

研修事業  

1．児童虐待対策防止研修   




